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名前・学部・学科等  吉田伸治・工学部・建築建設工学科 
研究情報の分類 □シーズ  □特許  □新製品  ■分析/解析  □調査 
研究分野の分類 12 
以下の１８項目から一つ選び番号を左欄に記入する。 
1.物理系 2.エネルギー系 3.化学系 4.バイオ系 5.環境系 6.海洋･宇宙系 7.交通系 
8.機械系 9.材料系 10.電子･電気系 11.情報系 12.建築･建設系 13.医学系  
14.健康･保険系 15.看護・福祉系 16.農業･林業系 17.水産･畜産系 18.その他    
重点研究分野への該当 □ ＩＴ □ ナノ □ バイオ ■ 環境・エネルギー □ その他 
キーワード(5 個以内) 都市気候 気流･温熱環境 最適設計 CFD解析  
研究情報の名称 連成数値解析による屋外温熱環境の最適設計技術 
概要  本技術は屋外空間における気流、熱・水蒸気分布、日照・日影分布等を詳細に分析し、温熱快適
性に基づいた評価を行うための設計技術である。これを実際の建築・都市設計に利用して得られる温熱環
境予測結果を基に設計内容を適宜修正することにより、最適な環境設計が可能となると考えられる。 
   
   
 (1) 雑木林がある場合 (2) 雑木林の殆どが駐車場に改変した場合 
図 1 本技術の適用例 
（まとまったみどり（福大近隣の雑木林）の有無が風向・風速、気温分布に及ぼす影響の分析） 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等 東京大学生産技術研究所、慶応義塾大学、東北大学 
関連する特許 1件  
関連する論文 1編 吉田他、日本建築学会計画系論文集，第 536号, 87-94, 2000. 10 
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屋外環境評価のための改良点
・水蒸気分布の解析 
・流れ場の予測精度の向上 
・樹木の環境緩和効果のﾓﾃﾞﾙ化 
・人体温熱生理ﾓﾃﾞﾙを用いた環
境評価の導入 
建築・都市設計における
多様なニーズへ適用可能
な総合的な屋外温熱環境
評価システムの構築
確立されている技術 
数値流体（CFD）解析に
よる室内環境評価技術 
適用分野 
建築・都市空間の設計ツール 
としての応用 
解決すべき課題 
屋外空間の総合的な環
境評価手法の確立 
多様な設計への解析の対応 
・屋上緑化効果のモデル化
・屋根散水、打ち水効果 
・エアコン室外機の配置 
・不均一環境下での人間の
温熱環境評価手法の改良
シーズ シーズ
 起 承 転 結 
（過去） （将来） (現在)
 連成数値解析に 
よる屋外温熱環境の
最適設計技術 
